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KimChoonMie
高麗大学文科大日文科教授
1943年 生 まれ。1965年 ㍉梨花女子 大学英文科卒業◎1977年 、韓国 外国 語大 学大 学
院 日本語科専攻修士号、1984年 、高麗大学大学院国文科博士課程専 攻、 博 士号 を
取得。1979～1985年 、韓 国外語大 日語 科助教授。1983～1984年 、 東京大 学 比較 文
化 ・文学研究 室客員教授 。1984年 、韓 国外語大大学院 日語科主 任 。1985年 ～1989
年 、高麗大学 日文科副教授 を経 て、高麗大学 日文科学 科長。1989年 よ り高麗 大 学
日文科教授 と して現在 に到 る。1992年8月 より1993年8月 まで国際 日本文 化研 究 セ
ンター外国人来 訪研究員 と して来 日。専 門分野 は韓 国・日本近代文学 の比較研究 。
主な論文及び著作
「谷崎潤一郎論」1977年、韓国外国語大学院。
厂翻訳詩の意味 〈上田敏の 『海潮音』と金億の 『奥悩の舞踏』を中心に〉」
1979年、比較文学(韓 国比較文学会)
厂谷崎潤一郎の世界」1982年、世界文学夏号
「金 東仁の美意識」1979年、『金 東仁研究』所収(Semun社)
「韓国近代文学史上にみる明治学院」1985年、明治学院図書館資料(明治学院大学)
「20世紀日本文学の思想論争」1986年、弘益(弘 益大学)
厂日本文学の現住所」1986年、東洋文学
「カトリック作家としての遠藤周作」1988年、東西文学
「日本の私小説」1988年、東西文学
「有島武郎論(1)〈一知識人の自己模索〉」1988年、高麗大学人文論集
「有島武郎論(2)〈文学とキリスト教〉」1989年、東西文学
「日本耽美主義文学の系譜」1989年、外国文学
「宮本百合子の 『伸子』」1990年、文学思想
「村上春樹論」1991年、現代文学
厂私小説への回帰 〈開高健を中心に>1992年 、文学思想
厂日本の映像世代と文化」1992年、文化・芸術(韓 国文化振興院)
「金 東仁研究」1985年、(高麗大学民族文化研究叢書25、高麗大学出版局)
翻訳
村上春樹 『風の歌を聴 け』1991年,(Moum社)
村上春樹 『中国行 きの スロー ・ボー ト』1992年(Moum社)
開高健 『掌の中の海』etc.1992年 、(文 学思想社)
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***発 表 を 終 え て***
論文や発表のテーマを決めようとする時、いっ も
同 じ問題にぶっか ります。T.P.O.に 合うcurrentlyな
issueを とりあげるべきか、自分の関心のある分野に
閉 じ込もるべきかという問題です。
1993年 の4月 という時点での優雅で美しい古都京都
に 「知識人の役割」とい う重いテーマがふさわ しい
かどうか。1年 間ではありましたが京都に住むよ うに
なって、この麗しい古都が芥川龍之介の言葉を借 り
れば、"も はや路傍の存在"で はない、身近なものと
感 じられるようになっていたのでテーマの選択がもっ
と難 しかったのかも知れません。でも結局関心分野
をとることにしました。それが路傍の存在ではあり
えなくなった人々との関わり方であるべきではない
かとも思われたか らです。
幸いにも聴衆の皆様が関心をもって下 さったよう
でしたので嬉 しゅうございました。
紙面を借 りてフォーラムのために御尽力下 さった
臼井専門官 とコメンテーターを担当 して下さった山
折先生に御礼申し上げます。
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発 表 者 ・ テ ー マ
i
62.10.12
(1987)
ア レッサ ン ドロ ・バ ロータ(ピ サ大学 助教授)
AlessandroVALOTA
「近代 日本 の社会移動 に関する一 、二 の考察」
2
62.12.11
(1987)
エ ンゲルベル ト・ヨリッセン(日 文研客員助教授)
EngelbertJORIﾟEN
「南蛮時代 の文書 の成 立 と南蛮学 の発展 」
③ 63.2.19(1988)
リーA.ト ンプソ ン(大 阪大 学助 手)
LeeA.THOMPSON
「大相撲 の近代化」
4
63.4.19
(1988)
フォスコ ・マライー二(日 文研 客員教授)
FoscoMARAINI
「庭 園に見 る東西 文明のちがい」
0 63.6.14(1988)
宋 彙七(慶 北大学校師範大学副教授)
SONGWhiChil
「大塩平八郎研究の問題点」
6
63.8.9
(1988)
セップ ・リンハル ト(ウ ィーン大学教授)
SeppEINHART
「近世後期 日本 の遊 び一拳 を中心 に一」
0
63.10.11
(1988)
スーザ ンJ.ネ イ ピア(テ キサス大学 助教授)
SusanNAPIER
「近代 日本小説 における女性像 一現実 と幻想 一」
⑧
＼
63.12.13
(1988)
ジェームズC.ド ビンズ(オ ベ リン大学助教授)
JamesC.DOBBINS
「仏教 に生 きた中世 の女性 一恵信尼 の書簡 一」
ノ
⑨!
元.2.14
(1989)
、
厳 安生(北 京外国語学院日本語学部助教授)
YANAnSheng
「中国人留学生の見た明治 日本」
0 元.4.11
(1989)
劉 敬文(遼 寧大学 日本研究所副所長)
LIUJingwen
「教育投資と日本の戦後経済高度成長」
⑪ 元.5.9
(1989)
スザ ンヌ ・ゲイ(オ ベ リン大学助 教授)
SuzanneGAY
「中世京都 における土倉酒屋 一都市社会の自由とその限界 一」
0 元.6.13
(1989)
夏 剛(京 都工芸繊維大学助教授)
HSIAGang
「イ ンタビュー ・ノンフィクションの可能性 一猪瀬
直樹著『日本 凡人伝』を手掛 りに一」
0 元.7.11
(1989)
エル ンス ト・ロコバ ント(東 洋大学助教授)
ErnstLOKOWANDT
「国家神道 を考え る」
⑭ 元.8.8
(1989)
キム ・レーホ(ソ 連科学 アカデ ミー ・世界文学研究所教授)
KIMRekho
「近代 日本文学研 究の問題点」
⑮ 元.9.12
(1989)
ハル トムー ト0.ロ ーターモン ド(フ ランス国立高等研究院
教授)
HartmutO.ROTERMUND
「江戸 末期 における疱瘡神 と疱瘡絵 の諸問題」
⑯ 元.10.3
(1989)
汪 向榮(中 国中日関係史研究会常務理事 ・日文研客員
教授)
WANGXiang-rong
「弥生時期 日本に来た中国人」
元.11.14
(1989)
ジェフリー ・ブロー ドベ ン ト(ミ ネソタ大学助教授)
JeffreyBROADBENT
「地域 開発政策決定過程 を通 してみた日米社会構造の比較」
ノ
⑱〆
元.12.12
(1989)
-丶
エ リック ・セズ レ(フ ランス国立科学研究所助教授)
EricSEIZELET
「日本 の国際化の展望 と外国人労働者 問題」
0
2.1.9
(1990)
ス ミエ ・ジ ョーンズ(イ ンディアナ大学準教授)
SumieJONES
「レ トリックとしての江戸」
⑳
2.2.13
(1990)
カール ・ベッカー(筑 波大学哲学思想学系外国人教師)
CarlBECKER
「往生 一日本の来生観 と尊厳死の倫理」
⑳ 2.4.10(1990)
グラン トK.グ ッ ドマ ン(カ ンザス大学教授 ・日文研客
員教授)
GrantK.GOODMAN
「忘 れ られた兵士 一戦争 中の日本に於 けるイ ン ド留学生」
22
2.5.8
(1990)
イア ン ・ヒデオ ・リー ビ(ス タンフォー ド大学準教授 ・
日文研客員助教授)
IanHideoLEVY
「柿本人麿 と日本文学 における『独創性』について」
23
2.6.12
(1990)
リヴィア ・モネ(ミ ネソタ州立大学助教授)
LiviaMONNET
「村上春樹:神 話の解体」
⑳
2.7.10
(1990)
李 国棟(北 京連合大学外国語師範学院 日本語学部講師)
LIGuodong
「魯迅の悲劇と漱石の悲劇一文化伝統からの一考察 一」
⑳
2.9.11
(1990)
馬 興国(遼 寧大学 日本研究所副所長 ・日文研客員助教授)
MAXing-guo
「正月の風俗一中国と日本」
⑳
丶
2.10.9
(1990)
ケネス ・クラフ ト(リハイ大学 助教授)
KennethKRAFT
「現代 日本 における仏教 と社会活動」
ノ
2.11.13
(1990)
、
アハマ ドM.フ ァ トヒ(カ イロ大学講 師)
AhmedM.FATTHY
「義経文学 とエジプ トのべーバルス王伝説 における主従関係
の比較」
⑳ 3.1.8(1991)
カ レル ・フィアラ(カ レル大学 日本学科長 ・日文研客員
助教授)
KarelFIALA
「言語学 からみた『平家物語 ・巻一 』の成立過程」
⑳ 3.2.12(1991)
ア レクサ ン ドルA.ド ー リン(ソ 連科学 アカデ ミー東洋学
研究所上級研究員)
AleksandrA.DOLIN
「ソビエ ットの 日本文学翻訳事情 一古典 か ら近代 まで 一」
30
3.3.5
(1991)
ウイーベP.カ ウテル ト(ワ ーゲニ ンゲ ン大学研究員)
WybeP.KUITERT
「バ ロック ・ヨー ロッパの 日本庭 園情報
一ゲオル グ ・マイステルの旅 一」
⑳ 3.4.9(1991)
ミコワイ ・メラノヴィッチ(ワ ルシャワ大学教 授 ・日文
研客員教授)
Miko血jMELANOWICZ
「ポーランドにお ける谷崎潤一郎文学」
32
3.5.14
(1991)
ベア トリスM .ボ ダル ト・ベイ リー(オ ース トラリア国立
大学 リサーチフェロー ・日文研客員助教授)
BeatriceM.BODART-BAILEY
「三百年前の京都 一ケ ンペルの上洛記録 」
⑳ 3.6.11(1991)
サ トヤB.ワ ル々(ジ ャワハル ラール ・ネール大学教授 ・
日文研客員教授)
Satya.B.VERMA
「イン ドにおける俳句」
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丶
3.7.9
(1991)
ユルゲ ン ・ベル ント(フ ンボル ト大学教 授 ・日文研客員教授)
●●
J皞genBERNDT
「ドイッ統合 とベル リンにおける森鴎外記念館 」
ノ
⑳〆
3.9.10
(1991)
、
ドナル ドM.シ ーキ ンス(琉 球 大学助 教授)
DonaldM.SEEKINS
「忘れ られたアジアの片隅 一50年 間の日本 とビルマの関係」
⑳ 3.io.8(1991)
王 曉平(天 津:師範大学助教授 ・日文研客員助教授)
WANGXiaoPing
「中国詩歌における日本人のイメージ」
⑳
3.11.12
(199!)
辛 容泰(東 国大学校文科大学教授。日文研来訪研究員)
SHINYong-tae
「日本語の起源
一日本語・韓国語・甲骨文字 との脈絡を探る一」
⑱
3.12.10
(1991)
洪 潤植(東 国大学校教授)
HONGYoonSik
「古代日本佛教における韓国佛教の役割」
⑳
4.1.14
(1992)
サウィトリ ・ウィシュワナタ ン(デ リー大学教 授 ・
日文研客員教授)
SavitriVISHWANATHAN
「イン ドは日本か ら遠 い国か?一 第二 次大戦後 の
国際情勢 と日本 のイ ン ド観の変遷 一」
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4.3.10
(1992)
ジャン=ジ ャック ・オ リガス
(フ ランス国立東洋言語文化研究所教授)
Jean-JacquesORIGAS
「正岡子 規 と明治 の随筆」
⑪
4.4.14
(1992)
リブシェ ・ボハ ーチ コヴァー(プ ラハ国立 博物 館 日本美術
元キュ レーター ・日文研客員教授)
LibuseBOHﾂCKOVﾂ
「チェコスロバ キアにおける日本美術」
4.5.12
(1992)
ポール ・マッカーシー(駿 河台大学教授)
PaulMcCARTHY
「谷崎文学 の 「読 み』と翻訳:ア メ リカにおける
最近 の傾向」
ノ
34
r
4.6.9
(1992)
、
G.カ メロン ・バ ース ト皿(ニ ューヨーク市立 大学 リーマ ン
広 島校学長 ・カ ンザス大学東 アジア研究所長)
G.CameronHURSTIII
「兵法か ら武芸へ 一徳川時代 における武芸 の発達 一」
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4.7.14
(1992)
杉本 良夫(オ ース トラリア ・ラ トローブ大学教授)
YoshioSUGIMOTO
「オース トラリアか ら見 た日本社 会」
45
4.9.8
(1992)
王 勇(杭 州大学 日本文化研究センター教授 ・日文研
外国人研究員)
WANGYong
「中国における聖徳太子」
⑯
4.10.13
(1992)
李 栄 九(大 韓民国中央大学教授 ・日文研客員教授)
LEEYoungGu
「直観 と芭蕉の俳句」
⑰
4.11.10
(1992)
ウィリアムD.ジ ョンス トン(米国 ウェスリアン大学助教授 ・
日文研客員助教 授)
WilliamD.JOHNSTON
「日本疾病 史考 一 『黴 毒』の医学 的 ・文化 的概念の形成」
48
4.12.8
(1992)
マノジュL.シ ュ レスタ(甲 南大学経 営学部 講師)
ManojL.SHRESTHA
「アジアにおける日系企業 の戦 略転換
一技術移転 をめ ぐって一」
49
5.1.12
(1993)
朴 正義
(圓光大学校師範大学副教授 ・日文研来訪研究員)
PARKJung-Wei
「キリス ト教受容における日韓比較」
05
㌧
5.2.9
(1993)
マーティン ・コルカ ット
(米国 プ リンス トン大学教授 ・日文研 客員教授)
MartinCOLLCUTT
「伝説 と歴 史の間一北條政子 と宗教」
ノ
5.3.9
(1993)
、
清 水 義 明
(米 国プ リンス トン大学 マーカン ド栄誉教授)
YoshiakiSHIMIZU
「チャールズL.プ リアー(1854～1919)と プリアー美術館
一米 国の日本美術 コ レクションの一例 として一」
52
5.4.13
(1993)
金 春美(高 麗大学教授 ・来訪研究員)
KIMChoonMie
「近代 日本知識人の思想 と実践一有島武郎の場合一」
53
5.5.11
(1993)
タキエ ・スギヤマ ・リブラ(ハ ワイ大学教授)
TakleSUGIYAMAZEBRA
「皇 太子妃選択 の象徴性
一旧身分文化 との関連を中心 として一」
54
5.6.8
(1993)
姜 希雄(ハ ワイ大学教授 ・日文研客員教授)
H.W.KANG
「変革 と選択:10世 紀の 日本 と朝鮮
一科挙制度をめ ぐって 一」
55
5.7.13
(1993)
ツベタナ ・ク リステワ
(ソ フィア大学教授 ・日文研客員教授)
TzvetanaKRISTEVA
「涙 の語 り 一 平安朝文学の特質 一」
5.9.14
(1993)
金 容雲
(漢陽大学教授 ・国際日本文化研究センター客員教授)
KIMYong-Woon
「和算 と韓:算を通 してみた日韓文化比較」
ノ
○は報告書既刊
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■ 日時
1993年4月13日(火)
午後2時 ～4時
■ 場 所
国際 交流 基金 京都 支部

